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自
ら
製
作
し
た
マ
シ
ン
で

世
界
一
過
酷
な
レ
ー
ス
へ

塙 郁夫オフロードを走る四駆ホイールには
軽さ・剛性以外にタフさが必要です

1960年、茨城県生まれ。全日本オフロード
レース選手権に高校3年生でレースデビュ
ー。その後も国内オフロードレースで破竹の
勢いで活躍し、1991年からアメリカン・オフ
ロードレースBaja1000に参戦。いきなり日
本人初完走を果たした。さらに2002年には
クラス優勝（日本人初）し、通算20回以上バ
ハに挑み続け、'16年にもクラス７で３位完走
を果たす。また、フレームから車両製作も行
なうマシンビルダーの顔も持つ。

Ikuo Hanawa
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ワーク

「日本人は勝てない」と言われるモータースポーツ競技だが、
その常識を覆して〝世界一過酷なデザートレース〟Baja1000 に挑み続け、

確実な戦績を残してきたプロ・オフロードレーサーの「塙 郁夫」選手。
そんな塙選手は、彼をサポートするメーカー「WORK」のホイールを履き、

2018年夏にはアジアクロスカントリーラリーに出場している。
今回は WORK から新たなシグネチャーモデルが誕生したことを記念し、

レースマシンが生み出される秘密基地・Factory HANAWA にて、
オフロードレースの醍醐味やマシン製作における重要なポイント、

足もとを支えるホイールの重要さについて、話を伺った！
単なるレーサーではなく、

各参戦マシンを自分で製作するビルダー目線からも、実に興味深い話が飛び出して、
取材現場は熱い雰囲気に包まれたのであった…。

Professional Off-road Racing  Driver's Reality >>> 世界級オフロードレーサー[ 塙 郁夫 ]がホイールの重要性をかく語りき 

WORK SPECIAL FORGED BEADLOCK MODEL

“CONCEPT T-GRABIC”

写真上のホイールは、実は市販のWORK CRAG 
T-GRABICではない。その原型となる「WORK SPECIAL 
FORGED BEADLOCK MODEL “CONCEPT 
T-GRABIC”」なのだ。名前が示す通り、鍛造製のビードロ
ックホイールで、レースホイールに求められる軽量さと剛性
を高いレベルで実現。さらにビードリングまでもが鍛造製
となり、オフロード走行時の強度についても最高峰の性
能を誇る。ストイックな見た目からも、タフさが伝わる。

選
手

1000マイル（約1600㎞）を不眠不休で
走る、世界最長のノンストップ〝弾丸〟オ
フロードレースであるBaja（バハ）1000
に挑み続ける塙選手。2015年からは、ジ
オランダータイヤにWORK製のSPECIAL 
FORGED BE ADLOCK  MODEL 

“CONCEPT T-GRABIC”ホイールを組み
合わせて参戦。耐久性を重視するあまり、
重くなってしまいがちな海外製ホイールで
すら破損すると言われるレースにおいて、
塙選手が履くホイールはずっと無傷で生
還中。鍛造のタフさと軽さの両面を実証。

かつて塙選手は、シグネチャーモデルから
市販された鋳造１ピースホイールのWORK 
ＣＲＡＧ Ｔ‐ＧＲＡＢＩＣについて、このように
評価していた。「ビードロック部分は原型を
模したものですが、その再現度がスゴイし、
価格もリーズナブル。それでもスペックは、
一般ユースではオーバークオリティと言え
るほどですよ」と。その言葉を実証するため
だろうか。TEAM GEOLANDARとして参
戦したアジアクロスカントリーラリー2018
のハイラックスREVOの足もとには市販の
T-GRABICを選んだ。さて、レース後のホ
イールの状況は如何に？

　

日
本
が
誇
る
プ
ロ
・
オ
フ
ロ
ー
ド
レ

ー
サ
ー
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
快
挙
を

成
し
遂
げ
て
い
る
塙 

郁
夫
選
手
。
マ

シ
ン
を
自
分
で
造
る
こ
と
で
も
お
馴
染

み
で
、
レ
ー
ス
参
戦
前
は
マ
シ
ン
ビ

ル
ダ
ー
と
し
て
の
悩
み
も
多
い
と
い
う
。

そ
う
、
我
々
が
自
分
の
愛
車
を
カ
ス
タ

ム
す
る
上
で
悩
ま
し
い
パ
ー
ツ
選
び
は
、

レ
ー
ス
の
マ
シ
ン
造
り
で
も
重
要
だ
。

　

愛
車
の
カ
ス
タ
ム
を
考
え
る
第
一
歩

と
し
て
、
タ
イ
ヤ
＆
ホ
イ
ー
ル
の
交

換
を
頭
に
浮
か
べ
る
方
は
多
い
だ
ろ
う
。

そ
う
、
ス
タ
イ
ル
ア
ッ
プ
も
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
ア
ッ
プ
も
足
も
と
か
ら
。
で
は

実
際
、
ホ
イ
ー
ル
の
履
き
替
え
に
は
ど

ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
か
を
こ
こ
で
は

考
え
て
み
た
い
。
ホ
イ
ー
ル
は
単
な
る

ド
レ
ス
ア
ッ
プ
ア
イ
テ
ム
じ
ゃ
な
い
。

実
は
走
り
を
左
右
す
る
も
の
な
の
だ
。

　

＊

＊

＊

　

塙
：
２
０
１
８
年
夏
の
ア
ジ
ア
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
ラ
リ
ー
（
以
下
Ａ
Ｘ
Ｃ

Ｒ
）
に
出
場
す
る
と
決
め
た
時
、
ラ
リ

ー
マ
シ
ン
の
ベ
ー
ス
に
、
ハ
イ
ラ
ッ
ク

ス
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｏ
（
タ
イ
仕
様
の
ト
ヨ
タ
・

ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
の
名
称
）
を
選
び
ま
し

た
。
こ
の
ク
ル
マ
は
、
見
た
目
以
上
に

重
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
造
り
が
し
っ
か

り
し
て
い
る
の
も
確
か
で
、
ラ
ン
ク
ル

１
０
０
／
２
０
０
と
比
べ
て
も
遜
色
の

な
い
剛
性
が
あ
り
ま
す
ね
。
そ
の
長
所

を
活
か
し
つ
つ
、
ど
う
軽
く
す
る
か
が

マ
シ
ン
づ
く
り
の
課
題
で
し
た
。
結
局

は
ガ
ソ
リ
ン
エ
ン
ジ
ン
換
装
と
ミ
ッ
シ

ョ
ン
変
更
で
多
少
は
軽
く
し
て
、
タ
イ

ヤ
は
耐
久
テ
ス
ト
も
兼
ね
て
市
販
の
ジ

オ
ラ
ン
ダ
ー
Ｍ
／
Ｔ 

Ｇ
０
０
３
を
履

く
と
決
め
て
い
ま
し
た
。
次
に
ホ
イ
ー

ル
を
ど
う
し
よ
う
か
…
悩
み
ま
し
た
。

―
―
塙
選
手
は
、
２
０
１
５
年
の
Ｂ
ａ

ｊ
ａ
１
０
０
０
参
戦
か
ら
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
製

ホ
イ
ー
ル
を
履
い
て
き
た
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
ど
う
思
う
の
だ
ろ
う
か
？

塙
：
Ｂ
ａ
ｊ
ａ
１
０
０
０
っ
て
レ
ー
ス

は
、
と
に
か
く
ホ
イ
ー
ル
が
壊
れ
て
市

販
ホ
イ
ー
ル
で
は
厳
し
い
。
そ
れ
に
タ

イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
て
も
走
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
も
あ
っ
た
り
す
る
か
ら
、

ビ
ー
ド
ロ
ッ
ク
ホ
イ
ー
ル
が
ベ
ス
ト
！ 

そ
れ
で
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
さ
ん
に
相
談
し
て
一

緒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
に
な
っ
た

の
が
キ
ッ
カ
ケ
で
す
ね
。
そ
し
て
誕
生

し
た
の
が
、
市
販
の
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｇ 

Ｔ
‐

Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
（
以
下
、
Ｔ
グ
ラ
ビ
ッ

ク
）
の
原
型
と
な
る
、
ビ
ー
ド
リ
ン
グ

ま
で
鍛
造
製
の
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
・
ワ
ン
オ
フ
ホ
イ
ー
ル
で
す
。

クラッグ ティーグラビック

CRAG T-GRABIC
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〝より強靭に〟クラッグはすべてを越えてゆく！

塙
：
こ
れ
が
逆
に
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
に
は
不
向

き
な
ん
で
す
。
ス
ペ
ッ
ク
は
相
当
高
い

け
れ
ど
、
そ
れ
が
正
直
オ
ー
バ
ー
ク
オ

リ
テ
ィ
に
な
っ
て
し
ま
う
…
。
Ａ
Ｘ
Ｃ

Ｒ
は
ギ
ャ
ッ
プ
は
そ
れ
な
り
で
す
が

延
々
と
続
き
ま
す
。
ボ
ク
シ
ン
グ
に
例

え
る
と
ラ
イ
ト
級
の
ジ
ャ
ブ
の
打
ち
合

い
で
、
ダ
メ
ー
ジ
が
蓄
積
さ
れ
て
い
く

ん
で
す
。
だ
か
ら
足
も
と
に
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
る
可
能
性
は
十
分
あ
る
。
そ
し

て
も
し
起
こ
っ
た
時
、
ビ
ー
ド
ロ
ッ
ク

ホ
イ
ー
ル
を
タ
イ
や
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
町

の
タ
イ
ヤ
屋
で
は
扱
っ
て
も
ら
え
な
い
。

だ
か
ら
、
タ
イ
ヤ
だ
け
で
な
く
ホ
イ
ー

ル
も
市
販
品
で
行
こ
う
と
。
慣
れ
親
し

ん
だ
カ
タ
チ
で
も
あ
る
し
、
Ｔ
グ
ラ
ビ

ッ
ク
を
ホ
イ
ー
ル
に
選
び
ま
し
た
。

―
―
そ
し
て
い
よ
い
よ
本
番
。
Ａ
Ｘ
Ｃ

Ｒ
２
０
１
８
と
い
う
ラ
リ
ー
に
お
い
て
、

塙
選
手
が
駆
る
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ 

Ｇ
Ｅ
Ｏ
Ｌ

Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｒ
の
ハ
イ
ラ
ッ
ク
ス
Ｒ
Ｅ
Ｖ

Ｏ
は
終
始
マ
シ
ン
ト
ラ
ブ
ル
に
悩
ま
さ

れ
た
。
特
に
シ
リ
ア
ス
な
状
況
は
４
日

目
。
自
然
の
驚
異
が
猛
然
と
襲
い
掛
か

り
、
四
輪
ク
ラ
ス
全
26
台
中
10
台
し
か

規
定
時
間
内
で
の
完
走
が
叶
わ
な
か
っ

た
。
当
の
塙
選
手
も
…
。

塙
：
タ
イ
ヤ
が
隠
れ
る
程
の
水
深
の
ウ

ォ
ー
タ
ー
ベ
ッ
ド
を
延
々
と
突
き
進
み
、

グ
チ
ャ
グ
チ
ャ
の
深
い
マ
ッ
ド
ジ
ャ
ン

グ
ル
ロ
ー
ド
も
快
調
に
飛
ば
し
て
い
ま

し
た
が
、
追
い
つ
い
た
前
走
車
が
突
然

ス
タ
ッ
ク
！　

瞬
時
に
右
に
か
わ
す
と
、

そ
こ
に
は
…
。
完
全
に
乗
り
上
げ
て
ス

タ
ッ
ク
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

何
度

も
ウ
イ
ン
チ
で
引
い
て
も
ら
っ
て
も
１

㎜
も
動
か
ず
、
結
局
は
地
元
の
青
年
に

手
伝
っ
て
も
ら
い
、
夜
半
ま
で
手
掘
り

で
脱
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

―
―
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ
の
洗
礼
を
受
け
、
こ
の

時
点
で
上
位
浮
上
は
難
し
く
な
っ
た
。

そ
う
な
る
と
目
標
は
〝
完
走
〟
の
み
。

マ
シ
ン
は
ト
ラ
ブ
ル
続
き
だ
っ
た
が
、

今
回
履
い
た
市
販
品
の
足
も
と
で
あ
る
、

ジ
オ
ラ
ン
ダ
ー
Ｍ
／
Ｔ 

Ｇ
０
０
３
と

Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
の
Ｔ
グ
ラ
ビ
ッ
ク
は
い
か
な

る
状
況
に
も
耐
え
抜
い
た
。

塙
：
先
ほ
ど
話
し
た
よ
う
な
、
ウ
ォ
ー

タ
ー
ベ
ッ
ド
走
行
時
は
一
切
そ
の
中
が

見
え
な
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
岩
や
小
山

が
隠
れ
て
い
て
も
分
か
ら
な
い
。
そ
ん

な
中
、
こ
れ
は
さ
す
が
に
タ
イ
ヤ
と
ホ

イ
ー
ル
が
も
げ
た
か
と
、
脱
臼
し
た
か

と
思
う
ぐ
ら
い
の
衝
撃
を
受
け
る
シ
ー

ン
も
あ
っ
て
…
。
そ
れ
で
も
Ｔ
グ
ラ
ビ

ッ
ク
は
市
販
ホ
イ
ー
ル
な
の
に
割
れ
な

い
…
ど
こ
ろ
か
ほ
ぼ
無
傷
で
し
た
。

―
―
オ
フ
ロ
ー
ド
に
限
ら
ず
、
レ
ー
ス

塙選手のシグネチャーモデル
第2弾となる市販品の「CRAG 
T-GRABICⅡ」を改めてチェック！
以下のように塙選手は語った。
「やっぱり、ビードリング部の光
沢が良いですね…色気が出たと
思う。それにこのフランジは角が
あるように見えて、実はちゃんとR
（ラウンド）曲線を描いているか
ら、強度もアップしているんじゃな
いかな。何より開口部が広いと握
りやすいし…オフロードホイールと
してはメリットが多いんですよね」

CRAG T-GRABICの「1」にあたるホイールを履い
てAXCR2018に参戦したハイラックスREVOに、
WORK渾身の最新モデル「CRAG T-GRABIC2」
をマッチング（LT265/70R17）。細部にまでコダワ
り抜いたホイールには本物のオーラが漂っている。

●本記事にて紹介した市販ホイール「CRAG」シリーズの詳細は、WORKのWEBサイトでご確認ください。 ●https://www.work-wheels.co.jp

クラッグ ティーグラビックツー

CRAG T-GRABICⅡ
CRAG T-GRABIC 同様…むしろ、より躍動感と立体感の
あるフォルムで〝別体〟と見間違うほどの精巧なつくりの
ビードロックリング形態を特徴とする CRAG T-GRABIC
Ⅱ。特に注目は新設計のアウターラウンドフランジ形状で、
さらなる強度と剛性のフランジを実現。また、アウトサイ
ドスポークのシェイプ化で外輪の開口部はかなり広くなり、
軽量化と細かな石などが詰まらないように配慮。特徴的な
インサイドスポークの形状は、やはり開口部を広くしてディ
ンプルを設定し、耐久性は高く、より軽量化を図りながら
も高剛性を実現。すべてがブラッシュアップされた。

オ
フ
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
に
特
化
し
た
鍛
造
製
ワ

ン
オ
フ
ビ
ー
ド
ロ
ッ
ク
ホ
イ
ー
ル
で
は
な
く
、

市
販
品
の
鋳
造
１
ピ
ー
ス
ホ
イ
ー
ル
「
Ｃ
Ｒ
Ａ

Ｇ 

Ｔ
‐
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
」
で
挑
ん
だ
Ａ
Ｘ
Ｃ
Ｒ

２
０
１
８
。
過
酷
な
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ラ
リ

ー
で
も
確
か
な
強
度
と
性
能
を
発
揮
し
た
。

Professional Off-road Racing  Driver's Reality >>> 世界級オフロードレーサー[ 塙 郁夫 ]がホイールの重要性をかく語りき 

シ
ー
ン
で
あ
り
が
ち
な
ス
ロ
ー
パ
ン
ク

チ
ャ
ー
（
タ
イ
ヤ
の
空
気
が
少
し
ず
つ

抜
け
て
い
く
ト
ラ
ブ
ル
）
も
な
く
、
激

し
い
ラ
リ
ー
の
全
日
程
を
駆
け
抜
け
た
。

塙
：
も
ち
ろ
ん
、
ホ
イ
ー
ル
は
単
に
強

度
に
振
っ
た
ワ
ケ
じ
ゃ
な
い
こ
と
も
ラ

リ
ー
中
に
感
じ
ま
し
た
。
ち
ゃ
ん
と
し

た
形
状
を
採
用
し
て
い
る
か
ら
、
剛
性

も
し
っ
か
り
あ
る
ん
で
す
。
例
え
ば
…

レ
ー
ス
中
に
市
販
品
だ
か
ら
と
思
っ
て

『
ぼ
ち
ぼ
ち
曲
が
り
ま
す
か
〜
』
と
感

じ
る
よ
う
な
状
況
で
も
実
際
は
正
確
に

動
い
て
、
決
し
て
ミ
ス
ら
な
い
。

―
―
ち
な
み
に
す
で
に
気
付
い
て

い
る
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
が
、

２
０
１
５
年
に
Ｂ
ａ
ｊ
ａ
１
０
０
０
に

参
戦
す
る
た
め
塙
選
手
自
身
が
造
り
あ

げ
た
マ
シ
ン「
Ｅａ
ｒ
ｔ
ｈ
‐
Ｒｕ
ｎ
ｎ
ｅ

ｒ
（
ア
ー
ス
ラ
ン
ナ
ー
）
」
の
足
も
と

は
、
２
０
１
６
年
か
ら
イ
ン
サ
イ
ド
ス

ポ
ー
ク
が
10
本
か
ら
6
本
ス
ポ
ー
ク
へ

と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
い
た
（
右

ペ
ー
ジ
・
オ
レ
ン
ジ
の
ビ
ー
ド
ロ
ッ
ク

ホ
イ
ー
ル
の
写
真
参
照
）
。
デ
ザ
イ
ン

は
、
Ｔ
グ
ラ
ビ
ッ
ク
の
外
輪
部
と
内
輪

部
を
組
み
合
わ
せ
た
２
重
歯
車
型
の
デ

ィ
ス
ク
に
違
い
な
い
が
、
内
輪
部
分
の

ホ
ー
ル
数
は
少
な
く
、
６
ス
ポ
ー
ク
＆

６
ホ
ー
ル
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
だ
。

　

そ
う
、
実
は
こ
れ
が
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ
渾
身

の
新
作
・
泥
系
ホ
イ
ー
ル
「
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｇ 

Ｔ
‐
Ｇ
Ｒ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
２
（
ク
ラ
ッ
グ
・

テ
ィ
ー
グ
ラ
ビ
ッ
ク
ツ
ー
）
」
誕
生
の

キ
ッ
カ
ケ
と
な
っ
た
モ
デ
ル
。
こ
の
バ

ー
ジ
ョ
ン
２
も
、
当
然
塙
選
手
が
履
く

ス
ペ
シ
ャ
ル
ワ
ン
オ
フ
ホ
イ
ー
ル
と
し

て
、
こ
う
あ
っ
て
欲
し
い
と
い
う
希
望

を
基
に
カ
タ
チ
づ
く
ら
れ
た
も
の
だ
。

塙
：
サ
ー
キ
ッ
ト
の
レ
ー
ス
と
違
っ

レースフィールドからの完全なるフィードバックで
レース直系ホイールが大いなるマイナーチェンジ！

て
、
長
距
離
・
長
時
間
を
サ
ー
ビ
ス
な

し
に
ぶ
っ
通
し
で
走
る
オ
フ
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
で
は
、
ど
ん
な
に
良
い
タ
イ
ヤ
で

も
バ
ー
ス
ト
す
る
危
険
性
が
常
に
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
時
、
タ
イ
ヤ
交
換
を

自
分
で
や
る
こ
と
も
多
い
。
だ
か
ら
こ

そ
、
握
り
や
す
い
ホ
イ
ー
ル
が
要
求
さ

れ
る
。
自
分
で
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ

に
履
き
替
え
る
方
は
み
ん
な
分
か
り
ま

す
よ
ね
？　

握
り
や
す
い
＝
交
換
し
や

す
い
っ
て
こ
と
で
す
。
ま
た
、
外
周
の

開
口
部
が
広
い
と
石
が
噛
む
の
を
減
ら

せ
る
し
、
穴
合
わ
せ
が
し
や
す
い
。
ラ

グ
ナ
ッ
ト
が
見
え
な
い
と
、
競
技
で
は

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
る
！ 
と
言
っ
て
し

ま
っ
て
も
良
い
く
ら
い
で
す
。
だ
か
ら
、

こ
の
進
化
・
改
良
は
実
に
喜
ば
し
い
こ

と
。
皆
さ
ん
に
も
、
こ
の
機
能
美
を
ぜ

ひ
感
じ
取
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。

カラーはCRAG T-GRABICと同じ
アッシュドチタンカットリムと、新色の
グリミットブラックカットリムの２種類
を用意。サイズは、ジムニー用からミ
ドルクラスSUV用、プラド＆ハイラッ
クス用まで豊富にラインアップ。

アッシュドチタン
カットリム

グリミットブラック
カットリム

●カラー：アッシュドチタンカットリム（AHGRCカラー）、グリミットブラックカットリム（GTKRCカラー）
●構造：鋳造 1ピース　●規格：JWL/JWL-T適合 ※一部サイズを除く
●付属品：センターキャップ、エアバルブ　●その他：15×5.5Jはリムフランジより、ディスクが２㎜突出します。

CRAG T-GRABICⅡ（クラッグ ティーグラビックツー）
SIZE HOLE-P.C.DINSET COLOR PRICE（税別）

15×5.0J

16×5.5J

16×6.5J

16×7.0J

17×7.0J

17×8.0J

GTKRCカラー

GTKRCカラー

GTKRCカラー

GTKRCカラー

GTKRCカラー

GTKRCカラー

￥36,000

￥37,000

￥38,000

￥43,000

￥45,000

￥35,000

￥41,000

￥42,000

￥47,000

￥49,000

4H-100

5H-139.7

6H-139.7

5H-114.3

5H-114.3

6H-139.7

45

20/±0

38

38

40

20

AHGRCカラー

AHGRCカラー

AHGRCカラー

AHGRCカラー

AHGRCカラー

AHGRCカラー

￥32,000

￥39,000

※写真はジムニー用

ワ
ン
オ
フ
だ
け
で
な
く

市
販
ホ
イ
ー
ル
で
も
挑
戦




